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「
思
い
出
の
故
郷

吉
野
」
（
抜
粋
）

森
田
重
晴

常
呂
町
高
齢
者
教
室
『
平
成
６
年
度

オ
ホ
ー
ツ
ク
大
学
文
集
ト
ー
コ
ロ
』
掲
載

（
略
）
日
吉
地
区
の
鈴
木
石
油
ス
タ
ン
ド
か
ら
吉
野
線
に
入
り
約
３
キ
ロ
、
隈
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が

左
に
聞
こ
え
、
川
と
道
路
が
並
行
す
る
山
間
の
と
こ
ろ
か
ら
昔
の
「
隈
川
部
落
」
、
現
在
の
吉
野
地
区
に

入
る
。
さ
ら
に
３
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
地
点
に
、
最
近
有
名
に
な
っ
た
「
昆
虫
の
家
」
が
右
側
に
現
れ
る
。

こ
こ
が
昔
の
「
隈
川
小
学
校
」
の
跡
地
で
あ
る
。
今
か
ら
約

年
前
、「
手
師
学
小
学
校
」
、
現
在
の
日
吉

75

校
の
分
教
授
所
と
し
て
開
校
さ
れ
た
小
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
で
生
を
受
け
た
私
は
、
７
年
間
幼
児
期

を
こ
こ
で
過
ご
し
、
大
正

年
春
３
月
か
ら
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
約
２
キ
ロ
上
流
、
現
在
の
常
呂
町
営
水

11

道
の
取
水
場
の
場
所
で

年
の
間
生
活
し
た
。

50

さ
て
吉
野
の
開
拓
は
、大
正
４
年
帯
広
の
笠
原
柳
市
氏
の
放
牧
地
と
し
て
国
か
ら
貸
付
許
可
を
受
け
て
、

宮
原
養
一
氏
、
佐
藤
園
吉
氏
ら
を
連
れ
て
入
地
し
た
の
に
始
ま
る
。
翌
５
年
、
愛
知
県
か
ら
黒
瀬
廣
助
氏

が
同
じ
く
国
か
ら
払
い
下
げ
許
可
を
取
り
、
今
井
国
蔵
氏
ら
数
人
を
伴
い
入
地
し
て
き
た
天
を
つ
く
大
木

の
自
然
林
で
、
昼
な
お
暗
い
密
林
を
冬
は
切
り
倒
し
、
春
に
な
り
雪
が
解
け
れ
ば
熊
笹
を
刈
り
、
ひ
と
鍬

ひ
と
鍬
血
の
に
じ
む
よ
う
な
思
い
で
開
墾
さ
れ
て
い
っ
た
。

大
正
８
年
に
は
入
地
者
も

戸
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
、
日
吉
小
学
校
に
通
う
生
徒
も

名
を
超
え
る

15

10

ほ
ど
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
初
め
て
日
吉
小
学
校
の
分
校
と
し
て
、
笠
原
柳
一
氏
の
家
を
借
り
て
開
校
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

注
：
大
正
８
年
４
月

日

手
師
学
尋
常
小
学
校
所
属
隈
川
特
別
教
授
場
と
し
て
設
立
認
可
・
開
校

24

５
月
８
日

元
笠
原
農
場
事
務
所
、
掘
っ
立
て
草
葺
き

坪
を
校
舎
と
し
て
開
校

12

大
正

年
、
生
徒
の
数
も

名
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
初
め
て
学
校
ら
し
い
校
舎
が
落
成
し
、
昭
和

11

30

年
ま
で
約

年
の
長
い
間
、
地
域
の
中
心
的
存
在
と
し
て
部
落
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
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60

注
：
大
正

年

月

日

隈
川
特
別
教
授
場
新
校
舎
落
成
（
木
造
平
屋
建

坪
）
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27

32

農
業
が
主
体
と
し
た
吉
野
地
区
は
、
常
呂
川
の
支
流
で
あ
る
小
さ
な
流
れ
の
隈
川
に
沿
っ
た
山
間
の
耕

地
で
、
平
地
は
少
な
く
高
台
の
傾
斜
地
が
ほ
と
ん
で
あ
っ
た
が
、
地
味
は
お
お
む
ね
肥
沃
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
、
常
呂
村
役
場
ま
で
は
約

キ
ロ
の
交
通
不
便
な
地
帯
で
あ
る
。
大
正
６
年
５
月
、
部
落
民
の

25

手
で
北
見
方
面
に
通
ず
る
道
路
が
開
か
れ
、
翌
７
年
に
は
佐
呂
間
町
仁
倉
部
落
に
通
ず
る
道
路
が
付
け
ら

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
苅
分
道
で
あ
る
の
で
、
人
が
通
る
だ
け
の
道
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら

年
後
の
昭
和
２
年
、
町
村
道
と
し
て
車
の
通
れ
る
正
規
な
道
路
が
、
今
の
北
登
と
仁
頃
間

10

に
、
さ
ら
に
仁
頃
と
佐
呂
間
間
に
完
成
し
、
翌
３
年
、
日
吉
ま
で
延
び
て
き
て
交
通
の
便
は
大
変
良
く
な

り
、
吉
野
地
区
は
年
々
発
展
し
て
き
た
。

当
時
の
吉
野
の
農
業
は
、
家
庭
で
の
１
年
間
の
食
糧
を
確
保
し
、
換
金
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た

の
が
北
見
特
産
の
ハ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。
傾
斜
地
で
も
容
易
に
耕
作
で
き
、
宿
根
性
の
作
物
で
あ
る
の
で
一

度
植
え
付
け
を
す
れ
ば
何
十
年
で
も
収
穫
が
で
き
る
菜
草
で
あ
る
。
秋
収
穫
の
後
、
地
を
耕
し
て
ハ
ロ
ー

を
か
け
て
お
く
だ
け
。
翌
年
は
た
だ
除
草
す
る
だ
け
で
、
秋
９
月
中
旬
か
ら
刈
り
取
り
、
架
掛
け
し
て
乾
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燥
の
後
、

月
中
旬
頃
か
ら
蒸
溜
釜
に
踏
み
込
ま
れ
、
蒸
溜
さ
れ
る
。
蒸
溜
釜
の
構
造
は
高
さ

メ
ー
ト

10

1.5

ル
、
直
径

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
釜
に
入
れ
た
ハ
ッ
カ
の
茎
葉
は
蒸
さ
れ
、
釜
の
上
に
取
り
付
け
ら
れ
た

1.5

管
を
通
っ
て
釜
の
外
に
出
て
冷
や
さ
れ
て
液
体
と
な
る
。
こ
れ
が
取
り
卸
し
ハ
ッ
カ
油
で
あ
る
。
こ
の
ハ

ッ
カ
は
あ
ま
り
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
毎
年
良
い
収
穫
が
あ
り
、
価
格
も
他
の
作
物
よ
り
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
値
で
売
れ
た
の
で
、
吉
野
の
農
家
は
そ
れ
な
り
に
大
変
安
楽
な
生
活
が
で
き
た
。
50

戸
ほ
ど
の
吉
野
に
こ
う
し
た
蒸
溜
施
設
が

ヶ
所
く
ら
い
あ
っ
た
。

月
の
末
頃
に
な
れ
ば
こ
れ
ら
蒸
溜

15

10

釜
か
ら
流
れ
出
た
ハ
ッ
カ
の
香
り
が
漂
い
、
本
当
に
心
地
よ
い
秋
の
日
が
続
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
平
和
な
楽
し
い
日
々
も
昭
和

年

月
、
大
東
亜
戦
争
に
突
入
し
た
た
め
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸

16

12

出
は
止
ま
り
、
畑
作
物
は
麦
や
豆
な
ど
食
糧
増
産
体
制
に
切
り
替
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
昭
和

年
８

20

月
、
敗
戦
の
日
を
迎
え
る
。
（
略
）

昭
和

年
頃
か
ら
ま
た
ま
た
ハ
ッ
カ
の
耕
作
が
日
吉
・
吉
野
・
登
地
区
で
盛
り
上
が
り
、
作
付
け
が
増

35

反
さ
れ
て
き
た
の
で
農
協
直
営
の
近
代
的
蒸
溜
工
場
が
日
吉
に
建
設
さ
れ
た
。
農
家
は
ハ
ッ
カ
に
大
き
な

期
待
を
か
け
て
増
産
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、

年
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
人
造
ハ
ッ
カ
が
開
発
さ
れ
、
北

42

見
産
ハ
ッ
カ
は
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
で
き
な
く
な
っ
た
。
現
在
ハ
ッ
カ
は
、
滝
上
町
で
少
々
香
料
と
し
て
耕

作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
の
み
で
あ
る
。

注
：
昭
和

年
９
月

日

日
吉
ハ
ッ
カ
貯
蔵
庫
完
成
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12

昭
和

年
９
月

日

常
呂
町
農
協
ハ
ッ
カ
蒸
留
合
理
化
工
場
操
業
開
始

42

30

昭
和

年

月

閉
鎖

50

10

昭
和

年
頃
か
ら
農
業
は
、
逐
次
ア
メ
リ
カ
の
方
式
に
変
わ
り
、
大
型
化
・
機
械
化
さ
れ
て
き
た
。
吉

40

野
に
も
ト
ラ
ク
タ
ー
が
入
り
、
防
除
機
が
入
り
、
今
ま
で
の
馬
の
力
を
借
り
て
の
営
農
は
、
年
と
と
も
に

変
わ
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
大
型
機
械
を
入
れ
て
も
傾
斜
地
の
多
い
吉
野
で
の
営
農
は
成
り
立
た
な
い
と

判
断
し
た
農
家
は
次
々
と
畑
に
落
葉
松
の
苗
を
植
え
、
将
来
の
林
産
に
期
待
を
か
け
て
離
農
。
北
見
市
方

面
に
職
を
求
め
て
吉
野
を
去
っ
て
い
っ
た
。

昭
和

年
、
か
つ
て
は

戸
あ
ま
り
あ
っ
た
吉
野
地
区
も
わ
ず
か

戸
ほ
ど
に
な
り
、
小
学
校
の
生
徒

50

50

10

も
わ
ず
か
６
名
と
な
っ
た
た
め
、

年
３
月
、
つ
い
に
廃
校
の
止
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
（
略
）
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